
学習の成果がたくさん！学習発表会

北斗市教育広報

№6767

Ｒ4．10．12・14　浜分小学校

今年度の学習発表会は、３学年ずつ２日間に分けて実施しました。どの学年も
工夫を凝らした発表で、子どもたちの頑張る姿をたくさんの保護者の皆さまに
ご覧いただきました。



（1）

○　

調
査
実
施
日

　
　

令
和
４
年
４
月
19
日
（
火
）

１　

調
査
の
対
象

　
　

・
小
学
校
第
６
学
年
の
児
童

　
　

・
中
学
校
第
３
学
年
の
生
徒

２　

教
科
に
関
す
る
調
査

　
　

・
小
学
校
…
国
語
・
算
数
・
理
科

　
　

・
中
学
校
…
国
語
・
数
学
・
理
科

①
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後
の
学
年
等

　

の
学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
内
容
や
、

実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
常
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
知
識
・
技
能
等

②
知
識
・
技
能
を
実
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
に
活
用
す
る
力
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践
し
評

価
・
改
善
す
る
力
等

　
　

※
①
と
②
を
一
体
的
に
問
う
調
査
問
題

３　

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
質
問

　
　

紙
調
査

　

①
児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

　
　

・
学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学
習
環
境
、

　
　
　

生
活
の
諸
側
面
等
に
関
す
る
調
査

　

②
学
校
に
対
す
る
調
査

・
学
校
に
お
け
る
指
導
方
法
に
関
す
る
取

組
や
人
的
・
物
的
な
教
育
条
件
の
整
備

の
状
況
等
に
関
す
る
調
査

１　

教
科
に
関
す
る
調
査

○
国
語
・
算
数
で
全
国
の
平
均
正
答
率
を
下
回

り
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
差
が
縮
ま
っ
て
い

ま
す
。

○
国
語
で
は
、
「
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
」
で

全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
「
我
が
国

の
言
語
文
化
」
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

「
書
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
で
、
全
国
平

均
を
下
回
り
ま
し
た
。

○
算
数
で
は
、
「
数
と
計
算
」
「
図
形
」
「
変

化
と
関
係
」
「
デ
ー
タ
の
活
用
」
の
全
て
で
、

全
国
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

○
理
科
で
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
領
域
が
全
国

平
均
と
同
じ
で
、
「
粒
子
」
「
生
命
」
「
地

球
」
の
領
域
で
、
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し

た
。

○
北
斗
市
で
は
、
必
要
最
低
限
の
学
力
を
全
て

　

の
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、

「
正
答
数
の
少
な
い
層
」
の
底
上
げ
を
重
点

と
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
各
教
科
の
平
均

正
答
率
が
全
国
以
上
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
「
正
答
数
の
少
な
い
層
」
の
割

合
は
、
少
な
い
ほ
ど
望
ま
し
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　

今
年
度
、
小
学
校
で
は
、
国
語
で
０
・
１

㌽
、
算
数
で
１
・
５
㌽
、
全
国
よ
り
多
く
な

り
、
理
科
で
２
・
１
㌽
、
全
国
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

 

２　

児
童
へ
の
質
問
紙
調
査

○
平
日
、
１
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る

児
童
の
割
合
は
、
全
国
を
11
・
５
㌽
上
回
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校
の
授
業
以
外
に
１

日
当
た
り
１
時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
児
童

の
割
合
は
全
国
を
４
・
７
㌽
上
回
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
時
間
は
昨
年
と
同
様
に
長
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
家
庭
学
習
の
時
間
は
大
幅
に

改
善
が
見
ら
れ
（
昨
年
は
全
国
平
均
を
７
・

２
㌽
下
回
る
）
、
日
常
の
生
活
時
間
の
使
い

令和４年度　北斗市立小・中学校　全国学力・学習状況調査の結果をお知らせします

　この調査は、文部科学省が全国の児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実施
しています。しかし、調査は実施教科が小学校・中学校ともに限られた教科のみで、学習指導要領の内
容全てを網羅するものではありません。ですから、結果は、児童生徒が身に付けるべき学力の一部分で
あることや学校における教育活動の一側面に過ぎないことに留意する必要があります。この結果のみで、
学校や児童生徒を評価できるものではありません。
　また、北斗市教育委員会では、例年同様、市全体及び中規模・大規模の小中学校の調査結果のみ公表
いたします。今後も、北斗市の学校は、保護者、地域と一体となって学力向上や学習環境の整備に取り
組んでまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。

北斗市教育委員会

北斗市内小学校各教科の平均正答率（％）

国　語 算　数
北　斗　市 64

65. 6
0

64
62

63. 2
＋1

61
190

192. 1
＋2

－1. 6 －1. 2

理　科
64

63. 3
＋1

63

＋0. 7 －2. 1

188北　海　道
全　　　国
道 と の 差
全国との差
※北斗市・北海道の各教科の平均正答率は国が公表した整数値です。

６年生 355人
合　計

全国の「正答数の少ない層」と同じ範囲に含まれる児童の割合

調　

査　

の　

概　

要

小　
　

学　
　

校
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方
に
改
善
が
み
ら
れ
ま
す
。

○
「
自
分
に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、
「
当
て
は

ま
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
全
国
・
北
海

道
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
（
27
・

8
％
）
よ
り
、
向
上
し
て
い
ま
す
。

○
「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」

　

と
い
う
質
問
に
、
「
持
っ
て
い
る
」
と
回
答

し
た
割
合
は
全
国
・
全
道
を
上
回
り
ま
し
た
。

（
昨
年
は
両
方
と
も
下
回
り
ま
し
た
。
）

○
「
い
じ
め
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も

い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う

質
問
に
、
北
斗
市
の
小
学
生
は
、
毎
年
、
全

国
・
北
海
道
を
上
回
る
割
合
で
、
「
い
け
な

い
こ
と
だ
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

○
「
学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す

か
」
と
い
う
質
問
に
、
「
当
て
は
ま
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
全
国
・
北
海
道
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
（
32
・

0
％
）
よ
り
、
か
な
り
改
善
が
み
ら
れ
ま
す
。

３　

学
力
向
上
の
取
組

○
「
１ 

教
科
に
関
す
る
調
査
」
「
２ 

児
童
へ

の
質
問
紙
調
査
」
の
結
果
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
今
回
の
調
査
で
は
多
く
の
課
題
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
各
小
学
校
で
は
、

結
果
を
分
析
し
、
実
態
に
合
わ
せ
た
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
課
題
解
決
・
改
善
の
取
組
】

①
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
た
め
に

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
し
た
授
業

づ
く
り
の
取
組

◆
日
常
生
活
と
学
習
を
結
び
付
け
な
が
ら
解

決
し
て
い
く
よ
う
な
学
習
の
取
組

◆
音
読
の
時
間
の
設
定

◆
教
科
担
任
制
や
少
人
数
指
導
な
ど
に
よ
り
、

授
業
の
質
の
向
上
の
取
組

◆
め
あ
て
の
提
示
や
学
習
過
程
（
授
業
の
流

れ
）
の
統
一
に
よ
り
、
学
習
の
見
通
し
が

も
て
る
よ
う
な
授
業
の
取
組

◆
考
え
を
表
現
し
た
り
、
対
話
的
な
場
面
を

組
み
込
ん
だ
り
す
る
授
業
の
展
開

②
児
童
の
学
習
意
欲
向
上
の
た
め
に

◆
全
校
で
の
短
作
文
の
取
組
と
継
続
的
に
校

内
掲
示
の
実
施

◆
朝
読
書
、
図
書
室
の
環
境
整
備
、
読
み
聞

か
せ
な
ど
に
よ
る
読
書
環
境
の
整
備
・
充

実
◆
体
験
的
な
活
動
の
設
定

◆
基
礎
的
な
学
力
を
底
上
げ
す
る
た
め
の
朝

学
習
や
サ
ポ
ー
ト
学
習
の
実
施

◆
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
、
ネ
ッ

ト
ド
リ
ル
の
活
用

③
そ
の
他
の
取
組

◆
日
記
や
条
件
付
き
作
文
の
取
組

◆
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
問
題
の
解
き

直
し
や
ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス

ト
の
取
組

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
に
よ
る
学
び

の
保
障

◆
「
確
認
シ
ー
ト
」
等
に
よ
る
家
庭
学
習
の

充
実

◆
全
教
員
で
調
査
問
題
を
解
き
、
気
付
い
た

点
や
授
業
に
盛
り
込
む
べ
き
観
点
を
話
し

合
い
、
授
業
計
画
に
生
か
す
取
組

１　

教
科
に
関
す
る
調
査

○
昨
年
は
国
語
・
数
学
の
２
教
科
実
施
で
、
両

方
で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
今
年

普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、
ゲームをしますか

学校の授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たり
どれくらいの時間、勉強をしますか

主な質問における回答

北斗市 北海道以下の質問に「当てはまる」
と回答した割合(％)

61. 0

88. 7

31. 9

59. 2

86. 9

35. 8

38. 1 48. 0

全　国

60. 4

83. 9

39. 4

51. 7

自分にはよいところがあると
思いますか
将来の夢や目標を持っていま
すか
いじめはどんな理由があっても
いけないことだと思いますか
学校に行くのは楽しいと思い
ますか

小学校４校（Ａ～Ｄ）の平均正答率（％）

国　語 算　数

Ａ 61

63

66

66

58

56

65

68

理　科

61

56

68

66

180

175

199

200Ｂ

Ｃ

Ｄ
※各校の正答率は国が公表した整数値です。

合　計

中　
　

学　
　

校
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は
国
語
の
み
に
留
ま
り
ま
し
た
。

○
国
語
で
は
、
「
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
」

「
情
報
の
扱
い
方
」
「
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
で
、
全
国
平
均
を
上

回
り
ま
し
た
が
、
「
我
が
国
の
言
語
文
化
」

「
読
む
こ
と
」
で
、
全
国
平
均
を
下
回
り
ま

し
た
。

○
数
学
で
は
、
「
数
と
式
」
「
図
形
」
「
関

数
」
「
デ
ー
タ
の
活
用
」
の
全
て
で
、
全
国

平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

○
理
科
で
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
領
域
で
、
全

国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
「
粒
子
」

「
生
命
」
「
地
球
」
の
領
域
で
、
全
国
平
均

を
下
回
り
ま
し
た
。

○
全
国
の
「
正
答
数
の
少
な
い
層
」
と
同
じ
範

囲
に
含
ま
れ
る
生
徒
の
割
合
は
、
中
学
校
で

は
、
数
学
で
２
・
６
㌽
多
く
な
っ
た
も
の
の
、

国
語
で
０
・
２
㌽
、
理
科
で
０
・
７
㌽
、
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

２　

生
徒
へ
の
質
問
紙
調
査

○
平
日
、
１
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
生

　

徒
の
割
合
は
83
・
２
％
で
全
国
（
71
・

３
％
）
を
11
・
９
㌽
上
回
り
ま
し
た
。
全 

国
が
昨
年
（
80
・
０
％
）
よ
り
大
き
く
減
少

し
ま
し
た
が
、
北
斗
市
は
昨
年
の
89
・
１
％

よ
り
は
減
っ
た
も
の
の
減
少
幅
が
小
さ
く
、

差
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
の
授
業

以
外
に
１
日
当
た
り
１
時
間
以
上
勉
強
し
て

い
る
生
徒
の
割
合
は
、
60
・
２
％
で
全
国

（
69
・
５
％
）
を
９
・
３
㌽
下
回
り
ま
し
た
。

学
習
時
間
に
関
し
て
は
全
国
も
昨
年
（
75
・

９
％
）
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
北
斗
市
は

昨
年
（
69
・
０
％
）
よ
り
減
少
幅
が
大
き
く
、

差
が
広
が
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
日
常
の

生
活
時
間
の
使
い
方
の
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

○
「
自
分
に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、
「
当
て
は

ま
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
全
国
・
北
海

道
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も

同
様
に
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年

度
の
み
の
左
表
＊
の
質
問
で
、
「
当
て
は
ま

る
」
生
徒
の
割
合
が
、
大
幅
に
上
回
っ
て
い

る
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
に
、
「
持
っ
て
い
る
」
と
回
答

し
た
割
合
は
、
ほ
ぼ
全
国
・
全
道
と
同
様
で

す
。

○
「
い
じ
め
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も

い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う

北斗市内中学校各教科の平均正答率（％）

国　語 数　学
北　斗　市 71

69. 0
＋2

69
48

51. 4
－1

49
166

169. 7
－1

＋2. 0 －3. 4

理　科
47

49. 3
－2

49

－2. 3 －3. 7

167北　海　道
全　　　国
道 と の 差
全国との差
※北斗市・北海道の各教科の平均正答率は国が公表した整数値です。

３年生　376人
合　計

全国の「正答数の少ない層」と同じ範囲に含まれる生徒の割合

普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、
ゲームをしますか

学校の授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たり
どれくらいの時間、勉強をしますか

主な質問における回答

北斗市 北海道以下の質問に「当てはまる」
と回答した割合(％)

55. 6

39. 0

43. 4

40. 8

39. 9

36. 2

92. 4 84. 0

全　国

39. 9

39. 8

36. 0

82. 6

41. 5 41. 7 45. 8

自分にはよいところがあると
思いますか
＊先生はあなたのよいところを
認めてくれていると思いますか
将来の夢や目標を持っていますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

いじめはどんな理由があっても
いけないことだと思いますか
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◆
実
験
や
観
察
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
取
組

◆
授
業
の
始
ま
り
で
目
標
を
提
示
し
、
終
わ

り
で
ま
と
め
や
振
り
返
り
を
実
施

◆
授
業
改
善
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用

◆
独
自
の
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
～

生
徒
の
学
習
や
生
活
に
対
す
る
意
識
調
査

に
よ
り
、
授
業
改
善
に
反
映

◆
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
た
「
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
」
の
活
用

②
生
徒
の
学
習
意
欲
向
上
の
た
め
に

◆
学
習
内
容
と
日
常
生
活
を
関
連
付
け
た
指

導
の
推
進

◆
家
庭
学
習
の
計
画
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
手
立

て
の
実
施

◆
全
員
が
達
成
感
を
も
て
る
よ
う
な
問
題
の

実
施

◆
授
業
に
つ
な
が
る
課
題
を
出
し
、
家
庭
学

習
習
慣
の
定
着
の
取
組

◆
考
え
た
過
程
を
「
説
明
す
る
」
「
解
釈
す

る
」
こ
と
に
着
目
で
き
る
授
業
づ
く
り
の

推
進

◆
基
礎
的
な
学
力
を
底
上
げ
す
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
学
習
の
実
施

◆
解
答
を
説
明
す
る
活
動
や
、
考
え
方
を
記

述
す
る
活
動
の
実
施

③
そ
の
他
の
取
組

◆
各
種
検
査
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
実
施

と
結
果
交
流

◆
調
査
問
題
の
振
り
返
り
、
解
き
直
し
の
実

施
◆
条
件
作
文
の
取
組

◆
授
業
の
最
初
に
小
テ
ス
ト
を
実
施

◆
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用

◆
部
活
動
に
お
け
る
学
習
会
の
実
施
（
会
議

の
た
め
の
部
活
動
待
機
の
時
間
な
ど
）

質
問
に
、
北
斗
市
の
中
学
生
は
、
毎
年
、
全

国
・
北
海
道
を
上
回
る
割
合
で
、
「
い
け
な

い
こ
と
だ
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

○
「
学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す

か
」
と
い
う
質
問
に
、
「
当
て
は
ま
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
全
国
・
北
海
道
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
（
39
・

６
％
）
よ
り
、
改
善
が
み
ら
れ
ま
す
。

３　

学
力
向
上
の
取
組

○
小
学
校
同
様
、
中
学
校
で
も
明
ら
か
に
な
っ

た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
結
果
を
分
析
し
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
課
題
解
決
・
改
善
の
取
組
】

①
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
た
め
に

◆
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

の
実
施

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
効
果

的
に
活
用
し
た
授
業
づ
く
り

◆
習
熟
度
別
授
業
の
実
施

○
今
年
度
は
、
１
人
に
１
台
整
備
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
端
末
に
関
す
る
質
問
が
重
点
的
に
設
定
さ

れ
ま
し
た
。

○
北
斗
市
の
小
中
学
生
は
、
全
国
・
北
海
道
よ

り
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
学
習
に
役
立
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。

○
各
学
校
で
は
、
効
果
的
な
活
用
に
向
け
て
、

研
究
・
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
昨
年
の
調
査
で
、
北
斗
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、

「
ゲ
ー
ム
等
の
時
間
が
長
く
、
家
庭
学
習
の

時
間
が
短
い
」
と
い
っ
た
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
小
学
生
の
家
庭

学
習
に
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
他

は
ま
だ
課
題
が
解
決
さ
れ
た
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
一
日
の
過
ご
し
方
、
時
間

の
使
い
方
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

〇
し
か
し
、
「
い
じ
め
は
、
ど
ん
な
理
由

が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
毎
年
、

「
当
て
は
ま
る
」
と
答
え
る
児
童
生
徒
の

割
合
が
、
全
国
・
全
道
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
生
の
質
問
紙
で
は
、
「
将

来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
」
「
自
分
で

や
る
と
決
め
た
こ
と
は
、
や
り
遂
げ
る
よ
う

に
し
て
い
る
」
な
ど
で
、
全
国
・
北
海
道
を

上
回
り
、
中
学
生
の
質
問
紙
で
は
、
「
自
分

に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
「
友
達
と
協
力

す
る
の
は
楽
し
い
」
な
ど
で
、
全
国
・
全
道

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
昨
年
に
比

べ
、
肯
定
的
な
回
答
が
確
実
に
増
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
つ
い

て
も
、
意
欲
的
と
言
え
ま
す
。

〇
こ
の
よ
う
に
、
北
斗
市
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

よ
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
勢
い
も
収
ま
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
の

あ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
前
向
き
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

〇
各
ご
家
庭
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
や
さ
し
く
見

守
り
、
温
か
い
励
ま
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会　

指
導
室
）

中学校３校（Ａ～Ｃ）の平均正答率（％）

国　語 数　学

Ａ 68

75

71

47

55

46

理　科

44

50

49

159

180

166Ｂ

Ｃ

※各校の正答率は国が公表した整数値です。

合　計

学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を
使うのは勉強の役に立つと思いますか。　　　　

１
人
１
台
端
末
に
つ
い
て 

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
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ム
づ
く
り
」
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」
「
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
」
「
プ
ラ
板
づ
く
り
」
の
中
か
ら
自

分
の
希
望
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
思
い
切
り
楽
し
む

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
、
道
南
で
活
躍
す
る
人
気
の
マ

ジ
シ
ャ
ン
高
野
太
吾
さ
ん
に
よ
る
「
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
々
に
披
露
さ

れ
る
不
思
議
で
驚
き
の
体
験
に
子
ど
も
た
ち
も

大
喜
び
で
、
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

「
朝
の
読
み
聞
か

せ
会
」
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
対
面

で
の
活
動
が
難
し
く

な
り
、
一
時
休
止
し

て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
合
う
機
会
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
保
護
者
の
声
も
あ
り
、
昨

年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
使
用

し
た
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

読
み
手
側
に
は
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
わ
か

り
づ
ら
い
面
も
あ
る
の
で
す
が
、
聞
き
手
側
に

は
音
量
や
画
面
い
っ
ぱ
い
の
挿
絵
な
ど
が
と
て

も
わ
か
り
や
す
く
、
子
ど
も
た
ち
に
好
評
で
す
。

画
面
に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
、
絵
本
の
世
界
を

楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

７
月
９
日
（
土
）
に
「
環
境
整
備
作
業
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
つ

で
、
年
に
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
「
花
壇
と
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
苗

植
え
・
草
取
り
」
「
校
舎
内
の
ペ
ン
キ
塗
り
」

「
体
育
館
の
明
か
り
取
り
の
清
掃
」
を
行
い
ま

し
た
。
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
護
者
・
子

ど
も
・
教
員
の
総
勢
１
０
６
名
が
集
ま
り
、
手

分
け
を
し
て
精
力
的
に
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

当
日
は
気
温
も
高
い
中
、
汗
を
か
き
な
が
ら
、

「
学
校
を
き
れ
い
に
し
た
い
！
」
と
い
う
思
い

で
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

校
舎
内
外
も
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
頃
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
の
清
掃
や
修
繕

な
ど
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
の
活
動
は
、

大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
気
持

ち
よ
く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
続
け
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
浜
分
小
学

校
教
諭　

長

谷
川　

理
美

・
廣
瀬　

葉

子
）

〜
保
護
者
と
共
に

〜
保
護
者
と
共
に

　
　
　

よ
り
よ
い
教
育
活
動
を
め
ざ
し
て
〜

　
　
　

よ
り
よ
い
教
育
活
動
を
め
ざ
し
て
〜

〜
保
護
者
と
共
に

　
　
　

よ
り
よ
い
教
育
活
動
を
め
ざ
し
て
〜

浜
分
小
学
校

浜
分
小
学
校

浜
分
小
学
校

　

10
月
22
日
（
土
）
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ま
つ
り
が
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
流
行

し
て
い
る
中
で
し
た
が
、
感
染
対
策
を
し
っ
か

り
行
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
工
夫

し
て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
を
考
え
、
準
備
を

進
め
ま
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
と
保
護
者
が
一
緒

に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
今
回
は

子
ど
も
た
ち
の
み
で
、
２
学
年
ず
つ
３
部
制
に

時
間
を
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

１
階
の
各
教
室
で
は
、
「
く
じ
」
「
ス
ラ
イ

絵本の世界に引き込まれる子どもたち

玄関の周りを華やかに
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10
月
22
日
（
土
）
に
「
三
者
合
同
石
別
ふ
れ

あ
い
文
化
祭
」
が
、
石
別
小
学
校
の
体
育
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
文

化
祭
も
３
年
目
を
迎
え
、
感
染
症
対
策
に
配
慮

し
な
が
ら
３
年
ぶ
り
に
小
・
中
両
校
が
一
堂
に

会
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、

中
学
生
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
で
、
曲
は
中
学

生
の
創
作
で
し
た
。
音
楽
の
授
業
の
中
で
生
徒

一
人
一
人
が
考
え
た
リ
ズ
ム
を
基
に
、
３
年
生

が
話
し
合
い
を
重
ね
て
曲
に
仕
上
げ
て
い
き
ま

し
た
。
曲
目
の
「
千せ
ん

紫し

万ば
ん

紅こ
う

」
も
、
３
年
生
が

つ
け
た
も
の
で
し
た
。
（
千
紫
万
紅
…
…
色
と

り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
様
子
。
色
鮮

や
か
な
さ

ま
。
紫
や

紅
な
ど
の

い
ろ
い
ろ

な
色
の
花

と
い
う
意

味
）

　

１
・
２
年

生
と
３
年
生

の
各
学
級
の

発
表
で
は
、

社
会
見
学
・

職
業
体
験
学

習
・
修
学
旅

行
等
で
学
ん

だ
こ
と
を
、

各
自
が
観
客

に
わ
か
り
や

す
く
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し

ま
し
た
。
な
ぞ
な
ぞ
や
ク
イ
ズ
、
演
技
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
小
中
全
校
児
童
生
徒

で
の
太
鼓
演
奏
で
、
会
場
に
感
動
を
演
出
し
ま

し
た
。
合
同
練
習
は
た
っ
た
の
１
回
だ
け
で
し

た
が
、
全
員
が
高
い
集
中
力
で
見
事
な
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

「K

キ
ー
プ

eep S

ス
マ
イ
リ
ン
グ

m
iling 

輝
け
石
中
！
」
の
テ
ー

マ
の
と
お
り
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ

る
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
輝
い
た
文
化
祭
で
、

あ
ら
た
め
て
子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
（
火
）
に
、
本
校
で
は
初
め
て
の

試
み
と
な
る
「
遠
隔
合
同
授
業
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」

を
活
用
し
た
遠
隔
参
加
で
の
行
事
や
交
流
は

行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
通
常
授
業
の

中
で
の
実
践
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

中
学
２
年
生
の
国
語
科
の
授
業
で
「
短
歌
の

味
わ
い
」
と
い
う
単
元
が
あ
り
、
実
際
に
短
歌

を
創
作
す
る
と
い
う
学
習
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

短
歌
は
創
作
し
て
終
わ
る
も
の
で
は
も
ち
ろ

ん
な
く
、
誰
か
に
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
、
誰
か

の
作
品
を
読
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

で
す
。

　

し
か
し
、
人
数
が
少
な
い
学
校
に
お
い
て
は
、

読
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
少
な
く
な
り
が
ち
で
、

自
分
以
外
の
同
級
生
の
短
歌
に
触
れ
る
機
会
も

限
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
石
別
中
学
校
２
年
生
と
茂
辺

地
中
学
校
２
年
生
と
が
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

「M
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

icrosoft 
T

チ

ー

ム

ズ

eam
s

」
を

活
用
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
そ

れ
ぞ
れ
の
短
歌

を
披
露
し
た
り
、

解
釈
を
し
あ
っ

た
り
す
る
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

自
分
の

短
歌
を
解

釈
さ
れ
る

と
い
う
活

動
に
加
え
、

遠
い
場
所

に
い
る
相

手
と
の
交

流
と
い
う

こ
と
で
生
徒
は
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
充

実
感
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

石
別
中
学
校
で
は
今
後
も
、
校
区
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
と
交
流
を
し
た
り
、
授
業
を
公
開

し
た
り
な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　

（
石
別
中
学
校
教
諭　

渡
部　

知
也
）

小
さ
な
学
校
の　

大
き
な
つ
な
が
り

小
さ
な
学
校
の　

大
き
な
つ
な
が
り

小
さ
な
学
校
の　

大
き
な
つ
な
が
り

小
さ
な
学
校
の　

大
き
な
つ
な
が
り

小
さ
な
学
校
の　

大
き
な
つ
な
が
り

〜
石
別
中
学
校
で
育
ま
れ
る　

心
の
あ
た
た
か
さ
〜

心と音をひとつに太鼓を打つ

小中合同太鼓演奏

遠隔合同授業の様子①

遠隔合同授業の様子②

三
者
合
同
石
別
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

茂
辺
地
中
学
校
と
の
遠
隔
合
同
授
業

ほかにもある石別中の取組

☆ノーチャイム
　生徒の自主性を育むことを目的として、
終日チャイムは鳴りません。生徒は時計を
見て、自分の判断で動いています。

☆特認校
　個別最適な学びの実現を目指し、求めに
応じて校区外の生徒を受け入れています。
該当の生徒はいさりび鉄道に乗って、毎日
通学しています。
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も
、
市
販
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
は
な
く
、
オ

リ
ー
ブ
油
、
塩
・
こ
し
ょ
う
な
ど
で
シ
ン
プ
ル

に
味
付
け
、
素
材
の
う
ま
味
を
味
わ
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
感
を
味
わ
わ
せ
る
た
め
に
、
旬

の
果
物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、
メ
ロ
ン
、
す
い
か
、
梨
、
巨
峰
、

プ
ル
ー
ン
、
り
ん
ご
を
提
供
し
、
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
果
物
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
　

給
食
ボ
ー
ド
で
興
味
関
心
を
高
め
る

　

上
磯
小
学
校
で
は
、
今
年
度
、
「
給
食
ボ
ー

ド
」
を
購
入
し
、
玄
関
ホ
ー
ル
に
設
置
し
ま
し

た
。
日
々
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
や
使
用
す
る
食
材
、

栄
養
価
等
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
食
材
に
は
、

産
地
や
生
産
者
の
紹
介
の
吹
き
出
し
を
つ
け
、

献
立
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
盛
り
込
み
、
子
ど

も
た
ち
が
学
校
給
食
や
北
斗
市
の
地
場
産
物
、

行
事
食
な
ど
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と

を
ね
ら
い

と
し
て
い

ま
す
。
主

に
給
食
が

終
わ
っ
た

後
、
昼
休

み
の
時
間

に
翌
日
の

メ
ニ
ュ
ー

へ
貼
り
替

え
を
行
っ

て
お
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
示
し

て
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
明
日
の

給
食
へ
の
期
待
を
高
め
、
登
校
す
る
楽
し
み
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
１
年
生
の
食
育
「給
食
の
ひ
み
つ
を
知
ろ
う
」

　

栄
養
教
諭
が
学
級
で
授
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
時
間
に
は
限
り
が
あ
り
、
上
磯
小
学
校
の

食
育
授
業
は
、
各
学
級
、
年
１
時
間
程
度
で

す
。
そ
の
限
ら
れ
た
時
間
が
、
子
ど
も
た
ち
の

記
憶
に
残
り
、
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
１
年

生
で
行
っ
た
「
給
食
の
ひ
み
つ
を
知
ろ
う
」
で

は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
実
際
に
使
っ
て
い
る
ザ

ル
や
ヘ
ラ
を
見
て
触
れ
さ
せ
、
調
理
員
さ
ん
の

苦
労
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

食
べ
た
こ
と
の
な
い
食
品
や
料
理
は
、
そ
れ
ら

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
栄
養
教
諭
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
り
、
苦
手
な

も
の
も
、
自
分
の
成
長
や
健
康
の
た
め
に
必
要

が
あ
り
、
給
食
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
学
ぶ
機
会
と
し
ま
し
た
。
授
業
後
は
、
子
ど

も
た
ち
が
食
べ
た
こ
と
の
な
い
料
理
に
挑
戦
し

た
こ
と
や
、

苦
手
な
食

品
が
食
べ

ら
れ
た
こ

と
を
報
告

し
て
く
れ

る
う
れ
し

い
姿
が
見

ら
れ
ま
し

た
。

　
　

お
昼
の
校
内
放
送
「給
食
の
お
は
な
し
」

　

上
磯
小
学
校
は
、
普
通
学
級
と
特
別
支
援
学

級
を
合
わ
せ
て
18
学
級
あ
り
ま
す
。
栄
養
教
諭

が
各
学
級
に
給
食
指
導
に
行
く
た
め
に
は
約
１

か
月
か
か
り
ま
す
。
そ
の
日
の
給
食
の
Ｐ
Ｒ
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
行
う
た
め
に
、
校
内
放
送
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
七
夕
や
十
五
夜

な
ど
の
行
事
食
、
新
た
に
使
用
を
始
め
た
地
場

産
物
や
旬
の
果
物
、
新
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
提
供

す
る
と
き
に
、
校
内
放
送
で
全
校
児
童
に
一
斉

指
導
を
行
い
、
行
事
食
や
地
場
産
物
を
味
わ
う

こ
と
の
大
切
さ
を
直
接
伝
え
る
機
会
と
し
て
い

ま
す
。
今
で
は
、
「
伊
藤
先
生
、
次
の
給
食
の

お
話
い
つ
や
る
の
？
」
と
期
待
を
示
し
て
く
れ

る
子
も
お
り
、
定
期
的
な
放
送
も
検
討
し
、
子

ど
も
た
ち
の
食
へ
の
意
欲
を
高
め
た
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

食
べ
る
こ
と
に
貪
欲
に
！

　

現
代
の
子
ど
も
は
、
食
べ
る
こ
と
に
あ
ま
り

興
味
を
持
た
な
い
子
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

食
べ
た
い
時
に
、
食
べ
た
い
物
を
、
食
べ
た
い

だ
け
食
べ
ら
れ
る
生
活
の
中
で
育
ち
、
食
に
対

す
る
貪
欲
な
姿
勢
が
育
つ
機
会
が
少
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
食
は
生
き
る
こ

と
で
す
。
食
欲
が
希
薄
な
の
は
生
き
る
意
欲
が

希
薄
な
よ
う
に
思
え
、
子
ど
も
た
ち
に
、
も
っ

と
食
べ
る
こ
と
に
貪
欲
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
食

べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
給
食
や

食
に
関
す
る
指
導
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

食
歴
を
ひ
ろ
げ
、
人
生
が
豊
か
に
な
る
よ
う
に
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
上
磯
小
学
校　

栄
養
教
諭　

伊
藤　

綾
子
）

　
　

子
ど
も
に 
さ
ま
ざ
ま
な
食
の
経
験
を
！

　

学
校
給
食
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ

ん
、
地
場
産
物
や
郷
土
料
理
、
食
べ
物
の
旬
や

生
産
者
の
思
い
な
ど
、
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
ぶ
場
で
す
。
実
は
、
学
級
活
動
と

同
じ
「
特
別
活
動
」
の
時
間
で
す
。

　

学
校
給
食
は
、
食
育
の
「
生
き
た
教
材
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
学
校
給
食
で
、

子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
や
料
理
の 

〝
味
〟
を
経
験
さ
せ
た
い
。
そ
れ
が
食
歴
を
豊

か
に
し
、
食
歴
の
豊
か
さ
が
人
生
の
豊
か
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

天
然
の
う
ま
味
と
素
材
の
お
い
し
さ
と･･･

　

北
斗
市
に
は
、
魅
力
的
な
地
場
産
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
学
校
給
食
で
も
今
年
度
新
た

に
、
生
の
ト
マ
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
し
い
た
け
、

春
菊
な
ど
の
北
斗
市
産
食
材
を
使
い
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
化
学
調
味
料
を
使
わ
ず
、
天
然
の

出
汁
や
素
材
の
味
を
大
切
に
し
た
給
食
を
提
供

し
て
い
こ
う
と
、
本
格
的
に
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

　

み
そ
汁
は
昆
布
と
煮
干
し
、
す
ま
し
汁
や

し
ょ
う
ゆ
汁
は
、
昆
布
と
け
ず
り
節
で
し
っ
か

り
出だ

汁し

を
取
り
、
出だ

汁し

の
う
ま
味
を
味
わ
え
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ラ
ダ
の
野
菜
は
衛
生
面
で
加
熱
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
ゆ
で
て
い
た
野
菜
を

蒸
す
こ
と
で
、
野
菜
本
来
の
お
い
し
さ
や
歯
ざ

わ
り
を
味
わ
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
味
付
け

給食ボードに興味津々。明日の給食なにかな？

１年生食育授業の様子
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北
斗
市
外
国
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組

　

北
斗
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
、
全

て
の
小
中
学
校
と
教
育
委
員
会
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
「
学
力
向
上
・
地
域
連
携
・
外
国

語
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
に
つ
い
て
は
、
北
斗
市
校
長
会

と
教
頭
会
が
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
組
織
し
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
北
斗
市
外
国
語
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
急
速
に
進
展
し
て

い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
子

ど
も
た
ち
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
に
向
け
て
、
北
斗
市
内
の
小
中

学
校
に
お
け
る
外
国
語
・
外
国
語
活
動
の
充
実

を
図
る
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
斗
市
教
育
委
員
会
で
は
、
英
語
の

授
業
や
英
語
活
動
が
よ
り
実
践
的
で
効
果
的
に

行
え
る
よ
う
、
４
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
を
各
小
中
学
校
に
派
遣
し
て
お
り
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
取
組
や
今

後
行
う
活
動
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

【
北
斗
市
の
小
中
９
年
間
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
―
Ｄ
Ｏ
リ

ス
ト
の
作
成
】

　

Ｃ
Ａ
Ｎ
―
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
と
は
、
児
童
生
徒
が

英
語
で
で
き
る
こ
と
を
リ
ス
ト
化
し
た
も
の
で

す
。 

各
校
で
作
成
の
際
に
参
考
に
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
も
の
を
作
成
し
ま
し
た
。

【
外
国
語
・
外
国
語
活
動
に
お
け
る
年
間
計
画

や
教
材
等
の
参
考
資
料
の
作
成
】

　

現
在
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
外
国
語
活
動
、

５
年
生
か
ら
教
科
と
し
て
の
英
語
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
北
斗
市
で
は
、
小
学
校
１
・
２
年

生
で
「
英
語
と
の
出
会
い
」
を
意
識
し
、
遊
び

や
歌
な
ど
を
通
し
て
身
近
な
英
語
の
音
声
に
慣

れ
親
し
む
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
６
年
生
ま
で

の
年
間
計
画
や
参
考
と
な
る
資
料
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

【
各
校
の
実
践
紹
介
】

　

自
校
の
授
業
や
活
動
の
改
善
に
参
考
と
な
る

よ
う
、
各
校
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

【
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
連
携
】

　

各
校
で
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
の
情
報

や
参
考
資
料
の
作
成
、
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
先
生

方
の
交
流
の
場
を
設
定
し
、
協
力
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

【
英
検
検
定
料
補
助
制
度
の
周
知
】

　

北
斗
市
で
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
財
団
法
人

日
本
英
語
検
定
協
会
が
実
施
す
る
実
用
英
語
技

能
検
定
の
検
定
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す

（
詳
し
く
は
北
斗
市
Ｈ
Ｐ
へ
）。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
も
児
童
生
徒
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
北
斗
市
の
児
童
生
徒
の
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
北
斗
市
校
長
会
外
国
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

茂
辺
地
小
中
学
校
長　

星
野　

み
さ
お
）

　

突
然
の
38
度
以
上
の
発

熱
、
頭
痛
、
咳せ

き

や
鼻
水
、

下
痢
、
倦け
ん

怠た
い

感か
ん

な
ど
つ
ら

い
症
状
が
出
ま
す
。
感
染
力
が
強
い
の
で
、
熱

が
下
が
っ
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。
飛ひ

沫ま
つ

感
染
、

接
触
感
染
で
起
こ
り
ま
す
。

《
対
応
そ
の
１
》

　

ウ
イ
ル
ス
を
室
内
に
増
や
さ
な
い
た
め
に
こ

ま
め
な
換
気
が
必
要
で
す
。
濡
れ
タ
オ
ル
や
加

湿
器
で
室
内
の
乾
燥
対
策
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

《
対
応
そ
の
２
》

　

流
行
時
期
は
人
混
み
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

冬
に
子
ど
も
の
間
で
流
行
す
る
も
の
は
、
主

に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も

の
で
す
。
突
然
吐
い
た
り
、
下
痢
を
し
た
り
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
他
に
発
熱
、
悪お

心し
ん

、

腹
痛
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
接
触
感
染
、

経
口
感
染
（
汚
染
さ
れ
た

食
品
を
食
べ
る
こ
と
に
よ

る
感
染
）
で
起
こ
り
ま
す
。

《
対
応
そ
の
１
》

　

症
状
に
応
じ
た
対
症
療
法
を
行
い
ま
す
。
脱

水
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
経
口
補
水
液
な
ど

の
水
分
を
少
量
ず
つ
こ
ま
め
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。

《
対
応
そ
の
２
》

　

嘔
吐
物
や
下
痢
便
に
は
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
嘔
吐
物
は
速
や
か
に
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

　

嘔
吐
物
が
付
い
た
食
器

や
衣
類
は
塩
素
系
漂
白
剤

で
消
毒
し
ま
す
。

　

処
理
後
は
石
け
ん
と
流
水
で
十
分
に
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

　

飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
で
広
が
り
ま
す
。
し

つ
こ
い
咳
、
発
熱
、
倦
怠
感
、
頭
痛
な
ど
が
症

状
で
す
。
耳
の
痛
み
や
ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
と
呼
吸
音
が
聞
こ

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

《
対
応
そ
の
１
》

　

水
分
を
摂
取
す
る
こ
と

で
喉
が
潤
い
、
咳
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
対
応
そ
の
２
》

　

部
屋
の
湿
度
を
保
ち
、
症
状
が
治
ま
る
ま
で

静
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
北
斗
市
学
校
保
健
会　

茂
辺
地
小
学
校

　
　
　
　
　
　

養
護
教
諭　

秋
野　

真
由
美
）

冬
の
感
染
症

冬
の
感
染
症

冬
の
感
染
症

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎

下
痢
や
嘔
吐
を
繰
り
返
す

お
う  

と

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎

強
力
な
感
染
で
猛
威
を
振
る
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

菌
が
肺
に
感
染
し
て
お
こ
る

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
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北
斗
市
に
は
、
現
在
市
内
に
21
団
体
の
高
齢

者
が
集
う
サ
ロ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ロ
ン

活
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
運
営
し
、

公
共
施
設
や
集
会
所
を
利
用
し
て
気
軽
に
仲
間

と
集
い
、
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
「
憩
い
の
場
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
は
、
指
導
資
格
を
持
っ
た
方
が
中

心
と
な
り
「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
」
「
カ
ー
リ
ン

コ
ン
」
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ッ
チ
ャ
」
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
北
斗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
は
じ
め
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
・
軽
体
操
な
ど
、
誰
で
も
気
軽
に
取
り
組

め
る
活
動
を
中
心
に
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
苦
手
な
方
は
、
茶

話
会
な
ど
で
自
由
に
会
話
を
楽
し
み
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
交
流
の
場
を
広
げ
て

い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
積
極
的

に
集
う
場
が
あ

る
こ
と
は
、
健

康
な
心
身
の
増

進
に
つ
な
が
り
、

基
礎
体
力
の
向

上
に
も
結
び
付

く
大
切
な
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
斗
市
の
高
齢
者
大
学
の
講
座
を
担
当
し
た

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
に
あ
た
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
北
斗
市
本
町
の

「
サ
ロ
ン
楽
活
の
会
」
よ
り
指
導
依
頼
を
受
け
、

公
民
館
を
会
場
に
し
て
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
、

30
分
く
ら
い
の
軽
運
動
を
中
心
に
指
導
に
あ
た

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始

ま
り
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
笑
顔
で
充
実
し
た
表
情
で
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
気
分
も
乗
っ
て
き
た
皆

さ
ん
の
動
き
は
想
像
よ
り
キ
ビ
キ
ビ
し
て
い
ま

し
た
。　
　
　

　

現
在
、
約
30
名
の
会
員
が
お
り
、
会
員
た
ち

は
誘
い
合
っ
て
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
親
睦
を
深

め
て
お
り
、
新
し
い
会
員
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
身
体
に
負
担
が
掛
か
り
過
ぎ
な
い
よ
う

指
導
も
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
椅
子
に
座
っ
て

の
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ボ
ー
ル
や
バ
ト

ン
を
使
用
し
て

の
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
、
誰

も
が
気
軽
に
楽

し
み
な
が
ら
運

動
が
で
き
る
取

組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

北
斗
市
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
活
動
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
が
自
主
的
に
運
営
さ
れ
「
大
切
な
憩
い

の
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
サ
ー
ク
ル
が
工

夫
さ
れ
て
楽
し
い
場
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
に
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
意
欲
的

で
基
礎
体
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
負
担
を

か
け
ず
気
軽
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

活
動
も
好
評
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
身

共
に
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
、
体
力
増
進
に
結

び
付
く
こ
と
、
そ
し
て
、
気
分
転
換
に
な
り
ス

ト
レ
ス
解
消
に
な
る
こ
と
で
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
初
め

て
一
般
の
部
に
「
サ
ロ
ン
楽
活
の
会
」
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
参

加
し
、
挑
戦
さ
れ

た
こ
と
は
、
大
変

す
ば
ら
し
い
こ
と

で
す
。
周
囲
か
ら

も
大
き
な
声
援
と

拍
手
が
あ
り
、
み

ご
と
「
審
査
委
員

特
別
賞
」
を
受
賞

し
、
大
会
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

北
斗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
無
理
な
く
身

体
を
動
か
し
簡
単
に
誰
で
も
興
味
が
持
て
る
運

動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
遊

び
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
な
ど

も
、
今
後
取
り
入
れ
た
ら
楽
し
め
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
地
域
の
サ

ロ
ン
活
動
の
充
実
に
結
び
付
き
、
活
動
の
場
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
北
斗
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

安
達　

孝
義
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

北
斗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

◎
活
発
な
サ
ロ
ン
活
動

みんなで元気にラジオ体操

◎
北
斗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
指
導

◎
今
後
も
充
実
し
た
活
動
に

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
人
々
の
健
康
に

対
す
る
意
識
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
を

抱
え
な
が
ら
も
、
体
を
動
か
す
機
会
を
求
め
て

各
地
域
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
北
斗
市
で

は
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯
を
通
し
て
明
る
く
健

康
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
社
会

教
育
の
中
で
各
種
体
育
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
北
斗
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
身
体
に
や

さ
し
い
運
動
」
を
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

が
講
師
と
し
て
出
向
き
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
方
々
が
、
心
身
共
に
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

基
礎
体
力
の
向
上
と
心
身
の
健
康
維
持
・
推
進

を
目
指
し
、
活
気
の
あ
る
日
常
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

ゴムチューブを使ってストレッチ

ラジオ体操コンクールに初めて参加



（10）

　

現
在
の
北
斗
市
地
域
で
は
約
３
０
０
年
前
ま

で
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
共
に
交
じ
り
合
っ

て
く
ら
し
て
お
り
、
そ
の
名
残
で
あ
る
ア
イ
ヌ

語
由
来
の
地
名
が
今
も
の
こ
っ
て
い
る
こ
と
は

当
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
て
き
た
と
お
り
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
抜
粋

し
、
少
し
詳
し
く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
七
重
浜
：nuwean-nay 

ヌ
ウ
ェ
ア
ン
・
ナ
イ

〔
意
味
〕
獲
物
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
・
沢

【
古
例
】
『
松ま
つ

前ま
え

西に
し

東ひ
が
し

在ざ
い

郷ご
う

並な
ら
び
に

蝦え

夷ぞ

地じ

所し
ょ

附づ
け

』

（
享
き
ょ
う

保ほ
う

12
年
・
１
７
２
７
）
「
な
ゝ
え
浜
」

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
七
重
の
は
ま
、
七
重
乃

浜
、
ナ
ゝ
イ
浜
、
七
内
濱
（
な
な
い
は
ま
）

※
か
つ
て
七
重
浜
を
河
口
と
し
た
石
川
は
、
上

流
の
山
裾す
そ

（
現
在
の
七
飯
町
中
心
付
近
、
当
時

の
七
重
村
）
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

松ま
つ

浦う
ら

武た
け

四し

郎ろ
う

『
蝦え

夷ぞ

日に
っ

誌し

』
に
は
「
七
重
濱
は

七
重
村
の
出で

郷ご
う

な
れ
ば
也
」
と
あ
り
、
当
時
の

川
辺
の
豊
か
な
恵
み
と
そ
れ
が
つ
な
い
だ
人
の

営
み
を
感
じ
さ
せ
る
地
名
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

・
久
根
別
：kunne-pet 

ク
ン
ネ
・
ペ
ッ

〔
意
味
〕
黒
い
（
濁に
ご

っ
た
）
・
川

【
古
例
】
『
松ま
つ

前ま
え

蝦え

夷ぞ

記き

』
（
享
保
２
年
・

１
７
１
７
）
く
ん
ね
別

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
く
ね
べ
つ
、
く
ね
べ
川
、

ク
ン
ベ
ツ
、
ク
子ネ

ベ
ツ

※
現
在
の
北
斗
市
平
野
部
、
特
に
久
根
別
川
と

大
野
川
の
間
は
上
流
か
ら
堆
積
し
た
黒こ
く

色し
ょ
く

土ど

壌じ
ょ
う

で
あ
る
た
め
、
そ
こ
を
通
る
川
は
濁
り
、
川
底

は
黒
く
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。

・
有
川
：（h

）aru-us-pet 

ア
ル
・
ウ
シ
ュ
・

ペ
ッ
〔
意
味
〕
食
料
・
群
生
す
る
・
川

【
古
例
】
『
津つ

軽が
る

一い
っ

統と
う

志し

』
（
寛か
ん

文ぶ
ん

10
年
・

１
６
６
９
）
あ
る
う
川

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
あ
る
か
、
あ
る
川
、
有

川
、
ア
リ
カ
ワ　

※
あ
る
川
・
あ
り
川
の
ブ
レ

は
18
世
紀
末
に
お
こ
り
、
の
ち
あ
り
川
優
勢
に
。

　

※
か
つ
て
久
根
別
川
と
大
野
川
は
下
流
で
合

流
し
、
そ
こ
か
ら
河
口
ま
で
を
有
川
と
呼
び
ま

し
た
。
つ
ま
り
当
時
の
有
川
の
本
流
は
現
在
の

大
野
川
を
指
す
の
で
す
が
、
当
時
は
細
か
く
蛇

行
し
て
お
り
、
河
岸
に
は
収
穫
に
適
し
た
植
物

（aru

）が
繁は
ん

茂も

（us

）
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
あ
ら
わ
し
た
地
名
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

・
戸へ

切き
り

地ち

：peker-pet 

ペ
ケ
レ
・
ペ
ッ

〔
意
味
〕
澄
ん
だ
（
透
明
な
）
・
川

【
古
例
】
『
松
前
蝦
夷
図
』
（
寛
文
８
年
・

１
６
６
７
）
ヘ
ケ
レ
ケ
レ
チ

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
へ
き
れ
ち
、
へ
け
れ
ち
、

辺
げ
れ
ち
、
辺
化
礼
地
、
辺
幾
利
知
、
戸
切
知

　

※
ク
ネ
ベ
ツ
（
黒
い
川
）
と
あ
る
種
対
比
と

な
る
地
名
で
す
。
実
際
、
河
床
礫れ

き

も
多
く
、
河

水
は
比
較
的
澄
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ

の
川
の
上
流
に
現
在
位
置
し
て
い
る
の
が
北
斗

市
の
水
が
め
の
一
つ
、
上
磯
ダ
ム
で
す
。

・
茂も

辺へ

地じ

：
①m

u-pet 

ム
ー
・
ペ
ッ
②m

o-
peci 

モ
・
ペ
シ

〔
意
味
〕
① 

塞ふ
さ

が
る
・
川
②
静
か
な
・
そ
の
川

【
古
例
】『
ゑ
ぞ
の
絵
図
』（
寛
文
８
年
・

１
６
６
７
）
モ
ヘ
チ

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
茂
戸
地
・
モ
ン
ベ
ツ

　

※
時し

化け

な
ど
の
時
に
河
口
が
塞
が
る
の
で

「m
u-pet

」、静
か
に
流
れ
る
姿
か
ら「m

o-
peci

」
と
両
方
の
説
が
江
戸
時
代
か
ら
存
在
し

ま
す
。
後
者
の
場
合
は
道
北
の
紋も
ん

別べ
つ

や
日
高
の

門も
ん

別べ
つ

と
同
じ
語
源
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

・
当
別
：
①To-pet

ト
ー
・
ペ
ッ
②To-un-pet 

ト
ー
・
ウ
ン
・
ペ
ッ
）

〔
意
味
〕
①
沼
・
川 

②
沼
・
あ
る
・
川

【
古
例
】
『
松
前
蝦
夷
図
』
（
寛
文
８
年
・

１
６
６
７
）
ト
ウ
ヘ
チ

【
江
戸
時
代
別
表
記
】
ト
ウ
ヘ
ツ
・
ト
ウ
ベ

ツ
・
ト
ツ
フ
ヘ
ツ
・
ト
ヲ
ウ
ン
ヘ
ツ

　

※
当
別
川
の
上
流
に
か
つ
て
沼
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
地
名
で
す
。
な
お
そ
の

沼
は
江
戸
末
期
の
頃
に
は
す
で
に
埋
も
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
と
の
こ
と（『
蝦
夷
日
誌
』）。

　

今
は
知
り
得
な
い
土
地
の
歴
史
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
地
名
を
調
べ
る
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
北
斗
市
内
に
の
こ
る
ア
イ
ヌ
語

地
名
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
度
は
逆
に

ア
イ
ヌ
語
で
は
な
い
地
名
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

・
大
野

『
大
野
町
史
』
な
ど
で
「onne

（
大
）
＋nup

（
野
）」を
語
源
説
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
ま
す
が
、

「onne

」（
老
い
た
）を
こ
の
形
で「
大
き
い
」

と
し
て
使
う
こ
と
は
な
く
、「
大
き
な
野
原
」

を
表
現
す
る
場
合
は
「sep-nup

（
広
い
・
野

原
）」あ
る
い
は
川
沿
い
の
地
形
条
件
で
あ
れ
ば

「si-nutap

（
大
き
な
・
平
原
）」
と
な
り
ま
す
。

「
大
野
」
地
名
は
『
津
軽
一
統
志
』
（
寛
文
10

年
・
１
６
６
９
）
よ
り
一
貫
し
て
漢
字
表
記
で

あ
り
、
和
語
由
来
と
見
る
の
が
自
然
で
し
ょ
う
。

・
上
磯

「「kam
uy-so

（
神
のor

巨
大
な
・
滝
）」

「kam
a-iso

（
平
た
い
・
岩
）」
な
ど
の
巷こ
う

説せ
つ

が

散
見
さ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
明
治
時
代
以
降

に
音
だ
け
で
当
て
は
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
地
名
と
し
て
の
上
磯
は
明
治
２

年
（
１
８
６
９
）
に
松
浦
武
四
郎
が
郡
名
と
し

て
提
議
す
る
ま
で
存
在
せ
ず
、
江
戸
時
代
に
用

い
ら
れ
た
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
と
と
も
に
生
ま
れ

た
地
名
で
あ
る
、
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
名
を
調
べ
る
と
、
各
土
地

ご
と
の
歴
史
や
特
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

（
郷
土
資
料
館　

時
田　

太
一
郎
）

番外編

　
は
る
か
む
か
し
、
旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代

か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
一
万
有
余
年
の
間
こ

こ
北
斗
の
地
で
営
ま
れ
続
け
た
人
類
の
歩
み
─

当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
北
斗
の
歴
史
に

つ
い
て
、「
遺
跡
」
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介
し
ま

す
。
今
回
は
番
外
編
、
シ
ョ
ー
ト
コ
ラ
ム
で
す
。
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七飯養護学校おしま学園分校

●きらめき大学　　　  
　金曜日：午後１時から午後３時
　総合文化センター　かなで～る
●浜分ふれあい大学　
　水曜日：午前９時30分から午前11時30分
　浜分ふれあいセンター
●せせらぎ大学　　　　
　火曜日：午前９時40分から午前11時40分
　北斗市公民館
対　象／満60歳以上の市民
開　設／４月～11月
費　用／それぞれの大学ごとに異なります。
申込み／総合文化センターかなで～る、北斗市公民
　　　　館、各支所に設置されている申込用紙で申
　　　　し込みください。
問い合わせ／教育委員会社会教育課
　　　　　　℡74－2000

きらめき大学・浜分ふれあい大学
せせらぎ大学

日　時／１月８日（日）
　・受付時間　午前11時から正午
　　※分散入場のため、正午までにご来場ください。
　・式典開始　午後１時
会　場／総合文化センター　かなで～る
対象者／平成14年４月２日から
　　　　平成15年４月１日までに生まれた方
●今年度は大ホールで、保護者の観覧が可能となります。
問い合わせ／教育委員会社会教育課

第１回北斗市二十歳を祝う会

新入生
新入生募　集
募　集

日　時／２月11日（土）
会　場／総合文化センター　かなで～る
対　象／市内在住の小学３～６年生
定　員／30名
問い合わせ／教育委員会社会教育課
※詳細は決まり次第、ホームページ等でお知らせいたします。

イングリッシュキャンプinかなで～る


